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水
戸
藩
国
事
殉
難
者
慰
霊
祭 

報
告 

現
地
慰
霊
実
行
委
員
会 

委
員
長 

 

朝
比
奈
泰
仁 

 
 
 
 
 

事
務
局 

 

川
上
有
文 

平
成
20
年
10
月
6
日
、
計
画
中
の 

水
戸
藩
諸
生
派
壊
滅
の
地
・
千
葉
県
匝
瑳

市
八
日
市
場
中
台
に
お
い
て
現
地
慰
霊
祭

を
挙
行
致
し
ま
し
た
。 

明
治
元
年
「1

8
6

8

年
」、14

0

年
前
、
10

月
6
日
・
こ
の
日
、
当
地
・
八
日
市
場
松

山
台
地
に
於
い
て
、 

水
戸
藩
諸
生
派
・

市
川
勢
は
水
戸
藩
天
狗
党
・
追
討
軍
と
激

戦
の
末
、
諸
生
派
は
全
員
戦
死
し
て
壊
滅

し
水
戸
藩
戊
辰
戦
争
・
天
狗
党
諸
生
派
の

党
争
は
終
結
致
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
戦

後
処
理
は
、
地
元
の
方
々
に
よ
り
、
当
地
・

脱
走
塚
に
埋
葬
さ
れ
、
碑
を
建
て
今
日
ま

で
手
厚
く
供
養
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
ど
も

は
、
地
元
の
方
々
に
心
よ
り
深
く
感
謝
申

し
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

平
成
20
年
10
月
6
日
当
日
、
水
戸
藩
国

事
殉
難
者
「
水
戸
藩
諸
生
派
戦
死
者
」
墓

前
の
慰
霊
祭
に
は
、
匝
瑳
市
及
び
水
戸
か

ら
の
ご
来
賓
列
席
の
も

と
、
多
く
の
方
々
に
ご

参
列
頂
き
ま
し
て
重
ね

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

泉
下
の
殉
難
者
も
喜
ん

で
い
る
と
思
い
ま
す
。 

 

当
日
の
慰
霊
祭
の
状

況
に
つ
い
て
、
ご
報
告
致
し
ま
す
。 

水
戸
を
出
発 

午
前

8
:1

0

→1
1

時
頃
に

八
日
市
場
図
書
館
に
到
着
、
休
憩
の
後
。 

１
古
戦
場
跡
見
学 

１
福
善
寺 

無
名
戦
死
者
慰
霊
参
拝 

大
木
佐
内
顕
彰
碑
見
学 

２
大
松
庚
申
塚 

天
狗
党
陣
所
見
学 

３
大
阪 

 

両
軍
戦
闘
場
所
見
学 

４
龍
性
院 

諸
生
派
陣
所
見
学 

５
中
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に 

到
着 

２
感
謝
状
贈
呈
式
と
昼
食
会 

 

１
会
長 

の
挨
拶 

２
匝
瑳
市
長
の
ご
挨
拶 

 

３
水
戸
市
議
会
議
長
の
ご
挨
拶 

 

４
匝
瑳
市
議
会
議
長
の
ご
挨
拶 

５
水
戸
市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
朗
読 

６
感
謝
状
贈
呈
式
（
別
項
参
照
） 

７
市
村
社
長
よ
り
記
念
品
贈
呈 

８
昼
食
会 

地
元
の
方
々
と
交
流 

３
水
戸
藩
国
事
殉
難
者
慰
霊
式
典 

 

 

１
読
経 

祇
園
寺
住
職 

 

２
追
悼
の
こ
と
ば 

 
 

会
長 

 

３
弔
魂
碑
・
碑
文
朗
読 

副
会
長 

４
焼
香
・
参
拝 

 
 
 

来
賓 
 

参
列
者 

５
記
念
植
樹 

銘
木
・「
水
戸
の
梅
」 

 

征
夷
大
将
軍
徳
川
家
康
公
の 

① 

家
康
梅 

水
戸
第
二
代
藩
主
徳
川
光
圀
公
の 

② 

黄
門
枝
垂
れ
梅 

 

水
戸
第
九
代
藩
主
徳
川
斉
昭
公
の 

③ 

烈
公
梅 

６
記
念
写
真
撮
影 

４
式
典
終
了
後
寺
院
墓
地
を
供
養
訪
問 

１
安
養
寺 

鈴
木
欽
一
郎
の
墓
慰
霊
参
拝 

２
良
福
寺 

大
森
金
六
郎
の
墓
慰
霊
参
拝 

各
寺
院
墓
所
慰
霊
参
拝
の
後
、 

帰
路
に
就
く 

水
戸
駅
南 

到
着
午
後
７
時
半 

全
員
無
事
、
本
日
の
慰
霊
行
事
を
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

本
・
慰
霊
祭
に
、
悪
天
候
「
雨
」
に
も
、

関
わ
ら
ず
、
ご
参
加
下
さ
い
ま
し
た
皆
様

の
ご
協
力
、
及
び
匝
瑳
市
八
日
市
場
地
元

の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
百
四
十
年
忌

慰
霊
祭
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

尚
、
地
元
の
方
々
よ
り
戴
き
ま
し
た
手
記

や
聞
き
書
き
を
別
項
に
記
載
し
ご
紹
介
致

し
ま
す
。 

地
元
の
皆
様
に
重
ね
て
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す 

 

 

千
葉
県
匝
瑳
市
八
日
市
場
中
台 

水
戸
藩
国
事
殉
難
者
埋
葬
の
地 

現
地
名 

脱
走
塚 

右 
 

戦
死
２
５
人
の
墓 

 
 
 

明
治
２
年 

 

 
 
 

地
元
有
志
建
立 

中
央 

水
戸
藩
志
士
弔
魂
碑 

 
 
 

朝
比
奈
知
泉 

撰
文 

 
 
 

大
正
１
５
年 

除
幕
式 

 
 
 

水
戸
藩
諸
生
派
子
孫
朝
比
奈 

知
泉
先
生
と
地
元
有
志
建
立 

左 
 

百
年
祭
記
念
碑 

 
 
 

昭
和
４
１
年 

百
年
祭
式
典 

 
 
 

水
戸
藩
町
奉
行
富
田
理
助 

敏
行
・
孫
大
中
こ
う
氏
建
立 

水
戸
殉
難
者
恩
光
碑
保
存
会 

会
報 

知
恩 

第
四
号 
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明
治
22
年
の
東
海
新
報 

新
聞
記
事
よ
り 

水
戸
藩
脱
走
隊
21
回
忌
供
養
・
法
会 

 

 

「
東
海
新
報
」（
明
治
22
年
5
月
30
日
付
）

に
は
「
水
藩
脱
走
隊
の
法
会
」
と
題
し
、

次
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
た
。 

「
明
治
元
年
（
１
８
６
８
）
10
月
5
日
、

磯
の
浜
の
一
戦
に
敗
を
取
り
て
、
其
翌
六

日
の
昼
頃
匝
瑳
郡
八
日
市
場
村
即
ち
今
の

福
岡
町
に
遁
れ
来
た
り
た
る
水
戸
の
浪
士

朝
比
奈
弥
太
郎
氏
外
百
余
名
が
喫
飯
の
最

中
、
追
手
の
将
・
尼
子
扇
之
助
は
数
百
の

兵
を
率
い
て
追
い
掛
け
来
た
り
。
同
村
福

岡
台
に
於
い
て
花
々
敷
戦
あ
り
し
が
、
そ

の
時
、
朝
比
奈
氏
外
24
名
は
遂
に
戦
死
せ

し
。
今
は
只
25
人
の
塚
の
残
る
の
み
な
る

が
、
本
年
は
恰
も
21
回
忌
に
当
た
れ
る
を

以
て
、
同
町
見
徳
寺
住
職
・
角
田
頼
恵
、

福
善
寺
住
職
・
秋
山
澄
栄
の
２
師
の
唱
導

に
て
、
去
る
26
日
右
の
「
25
人
塚
」
に
於

い
て
法
会
を
営
み
、
群
衆
の
者
へ
は
三
池

照
鳳
師
よ
り
紅
白
の
餅
を
お
び
た
だ
し
く

投
与
し
広
き
古
戦
場
も
当
日
は
非
常
の
賑

い
に
て
あ
り
し
と
い
ふ
」。 

「
水
藩
脱
走
隊
の
法
会
」
が
執
り
行
わ
れ

た
。 

明
治
２
年
供
養
塔
が
建
て
ら
れ
た
後
、 

中
台
村
の
人
た
ち
は
、
折
々
に
お
参
り
し

た
こ
と
だ
ろ
う
。 

 

昭
和
41
年
10
月
14
日 

脱
走
塚
百
年
祭
が
挙
行
さ
れ
る
。 

「
脱
走
塚
百
年
記
念 

松
山
戦
争
集
録
」

よ
り 

 
 
 

百
年
祭
執
行
協
賛
会 

 

会
津
か
ら
水
戸
に
向
か
っ
た
市
川
勢
は
、 

10
月
1
日
水
戸
城
を
占
拠
し
、
貞
芳
院
を

擁
し
て
朝
廷
に
恭
順
の
意
を
表
さ
ん
と
し

た
が
、
失
敗
し
、
更
に
多
く
の
隊
員
を
失

っ
て
、
銚
子
に
向
け
て
南
下
し
た
。 

南
下
の
理
由
は
当
時
の
記
録
に
よ
れ
ば
、 

１
北
海
道
に
渡
り
、
榎
本
隊
に
合
流
す
る
。 

２
八
丈
島
に
渡
り
新
王
国
を
建
設
す
る
。 

３
東
京
に
逃
れ
、
再
挙
を
図
る
。
と
あ
る
。 

 

史
談
会
で
語
っ
た
大
子
の
郷
士
・
黒
崎

雄
二
氏
に
よ
れ
ば
、
松
岸
に
上
陸
し
た
一

隊
は
、
高
崎
藩
の
松
岸
の
船
番
所
で
、
交

渉
し
た
が
失
敗
し
、
飯
岡
→
小
川
→
八
日

市
場
へ
達
し
、
福
善
寺
に
入
り
、
こ
こ
で

今
後
の
行
動
を
協
議
し
た
結
果
、
解
散
に

決
し
所
持
金
を
分
配
し
て
解
散
し
た
。 

１
交
戦
派 

 
 

朝
比
奈
市
川
等
水
戸
藩
士
約
40
名
、

松
山
・
中
台
で
交
戦
し
全
滅
す
る 

２
離
散
派 

 

駿
河
・
東
京
方
面
に
逃
れ
る
が
、 

 

殆
ど
、
千
葉
県
内
で
捕
縛
さ
れ
て
、

殺
害
さ
れ
る 

そ
の
後
、
水
戸
藩
追
撃
隊
に
よ
る
八
日
市

場
町
民
に
対
す
る
暴
虐
が
あ
っ
た
。 

 

  

茨
城
新
聞
１
０
月
６
日
の
新
聞
記
事 
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感
謝
状
贈
呈
式 

水
戸
藩
国
事
殉
難
者
慰
霊
祭
実
行
委
員
会 

会
長
・
大
森
信
英 

挨
拶
の
後
、 

匝
瑳
市
長
・
江
波
戸
辰
夫
様
よ
り
ご
挨
拶

を
頂
き
ま
し
た 

 

匝
瑳
市
長
の
ご
挨
拶 

 

 

「
幕
末
維
新
の
時
、
水
戸
に
は
不
幸
な
出

来
事
だ
っ
た
が
、」
当
市
と
歴
史
的
な
つ
な

が
り
が
で
き
た
。
今
後
、
大
切
に
保
存
し

て
い
き
た
い
」
と
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

黄
門
桜
「
天
然
記
念
物
・
桜
」 

「
八
日
市
場
市
飯
高
字
西
の
内
に
残
る
」 

約
３
０
０
年
前
、 

水
戸
黄
門
・
徳
川
光
圀
公
の
意
に
よ
り

佐
原
か
ら
八
日
市
場
市
飯
高
の
飯
高
檀
林

間
に
植
え
ら
れ
た
並
木
の
櫻
の
内
、
こ
の

天
然
記
年
物
の
桜
が
春
ご
と
に
見
事
な
花

を
咲
か
せ
て
い
る
。 

黄
門
様
も
飯
高
檀
林
「
僧
侶
の
学
問
所
」

を
視
察
に
訪
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

約
１
４
０
年
前 

幕
末
維
新
の
時
に
は
、
八
日
市
場
地
域
で 

水
戸
藩
諸
生
派
と
天
狗
党
の
戦
い
が
あ
り

ま
し
た
。 

松
山
戦
争
（
八
日
市
場
の
戦
い
）
と
言
う 

約
４
８
年
前 

脱
走
塚
を
八
日
市
場
市
・

史
跡
に
指
定
す
る 

こ
の
塚
は
、
水
戸
藩
諸
生
派
戦
没
者
を
葬

っ
た
所
で
あ
り
、
昭
和
３
５
年
３
月
３
０

日
・
八
日
市
場
市
の
指
定
史
跡
と
し
て
、

大
切
に
整
備
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。 

４
０
年
前 

八
日
市
場
市
と
水
戸
市
で
脱
走
塚
に
て
、

松
山
戦
争
百
年
祭
を
挙
行
す
る 

本
年
・
平
成
２
０
年
１
０
月
６
日 

百
四
十
年
忌
水
戸
藩
国
事
殉
難
者
慰
霊
祭

を
挙
行
致
し
ま
し
た
。 

銘
木
「
水
戸
の
梅
」
を
記
念
に
植
樹
致
し

ま
し
た
。 

銘
木
・
３
種
類 

家
康
梅
、
黄
門
枝
垂
れ
梅
、
烈
公
梅 

水
戸
市
議
会
議
長
・
伊
藤
充
朗
様
よ
り
ご

挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。 

伊
藤
議
長
の
ご
挨
拶 

 

匝
瑳
市
地
元
の
方
々
の
手
厚
い
供
養
に 

に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
て
、「
も
っ
と
、

両
市
の
友
好
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
ご

挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
後
、
匝
瑳
市
議
会
議
長
・
佐
藤
正
雄

様
よ
り
、
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

茨
城
新
聞 

 

平
成
20
年
10
月
13
日 

 

「
い
ば
ら
き
春
秋
」
欄
に
掲
載
記
事
よ
り 

 

千
葉
県
匝
瑳
市
に
「
脱
走
塚
」
と
い
う

市
指
定
の
史
跡
が
あ
る
。
大
き
な
ツ
バ

キ
の
下
に
案
内
板
が
立
ち
、
生
け
垣
に

囲
ま
れ
た
中
に
お
墓
が
あ
り
、
風
化
防

止
の
た
め
上
屋
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。 

掻
除
が
行
き
届
き
、供
花
が
絶
え
な
い
。

隣
に
は
石
碑
、
誰
を
供
養
し
て
い
る
の

か
、
分
か
る
人
は
相
当
の
郷
土
史
通
う

だ
ろ
う
。
▼
幕
末
の
水
戸
藩
の
内
紛
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
、
尊
皇
攘
夷
の
天

狗
派
と
佐
幕
の
諸
生
派
が
苛
烈
を
極
め

た
抗
争
を
繰
り
広
げ
た
。
そ
の
犠
牲
の

上
に
今
が
あ
る
。
▼
脱
走
塚
の
周
辺
は
、 

明
治
に
改
元
さ
れ
た
直
後
に
あ
っ
た

「
松
山
戦
争
」（
八
日
市
場
の
戦
い
）
の

戦
場
跡
で
、
水
戸
藩
の
追
討
軍
に
よ
っ

て
諸
生
派
が
壊
滅
し
た
地
。
こ
こ
に
は

二
十
五
人
の
戦
死
者
が
埋
葬
さ
れ
た
。 

▼
戦
い
の
あ
っ
た
日
に
ち
な
ん
で
今
月

六
日
、
水
戸
か
ら
諸
生
派
の
子
孫
ら
が

参
加
し
て
四
十
年
ぶ
り
に
慰
霊
祭
が
行

わ
れ
た
。
地
域
の
人
た
ち
は
首
を
長
く

し
て
待
っ
て
い
ち
ょ
う
だ
。
▼
迷
惑
を

被
っ
た
は
ず
の
地
元
の
人
た
ち
が
百
四

十
年
も
手
厚
く
供
養
を
続
け
て
い
る
。 

出
席
し
た
匝
瑳
市
長
や
水
戸
市
議
会
議

長
ら
か
ら
、
両
市
の
交
流
を
進
め
て
い

き
た
い
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
▼
天
狗 

諸
生
に
限
っ
た
話
で
は
な
い
。
さ
ま
ざ

ま
な
歴
史
的
な
縁
を
大
切
に
し
て
、
各

地
で
交
流
が
深
ま
れ
ば
い
い
と
思
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
広
） 
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水
戸
市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 

水
戸
市
長
・
加
藤
浩
一
様
は
公
務
多
忙

の
た
め
、
ご
参
列
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
、 

水
戸
市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を 

本
会
副
会
長
・
蔭
山
二
郎
が
代
わ
り
に 

 

朗
読
致
し
ま
し
た
。 

 

水
戸
藩
国
事
殉
難
者
慰
霊
祭
が
執
り

行
わ
れ
る
に
あ
た
り
ま
し
て
、
謹
ん
で
哀

悼
の
誠
を
捧
げ
ま
す
。 

 

松
山
戦
争
か
ら
百
四
十
年
の
歳
月
が
過 

ぎ
去
り
ま
し
た
が
、新
た
な
時
代
を
迎
え
、

改
め
て
苦
難
に
満
ち
た
往
時
を
偲
ぶ
と
き
、

今
な
お
、
悲
痛
の
思
い
が
胸
に
迫
っ
て
参

り
ま
す
。 

 

激
し
い
抗
争
の
中
で
、
多
く
の
方
々
が

故
郷
を
思
い
、
家
族
を
案
じ
な
が
ら
戦
場

に
倒
れ
ま
し
た
。
激
動
の
幕
末
・
明
治
維

新
の
時
代
に
、
多
く
の
血
が
流
れ
、
豊
か

な
才
能
が
泡
沫
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
こ
と

は
、
水
戸
に
と
っ
て
の
み
な
ら
ず
、
新
た

な
国
づ
く
り
を
進
め
て
い
た
我
が
国
に
と

り
、と
て
も
大
き
な
痛
手
と
な
り
ま
し
た
。 

 
幕
末
期
に
示
し
た
時
代
の
「
魁
」
と
な

る
水
戸
人
の
生
き
方
は
、
現
代
社
会
に
お

い
て
も
、
な
お
、
脈
々
と
語
り
継
が
れ
、

現
在
の
私
た
ち
の
指
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

私
た
ち
は
、
現
在
享
受
し
て
い
る
平
和

と
繁
栄
が
、
先
人
た
ち
の
犠
牲
の
上
に
築

か
れ
て
い
る
こ
と
を
、
こ
こ
に
改
め
て
深

く
心
に
刻
み
、
平
和
で
希
望
に
満
ち
溢
れ

た
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
の
た

め
、
全
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
匝
瑳
市
の
皆
様

に
は
、
心
温
ま
る
手
厚
い
供
養
を
長
年
に

わ
た
り
続
け
て
い
た
だ
き
、
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
御
参
列
の
皆
様
と
共
に

在
天
の
御
霊
の
安
ら
か
な
ら
ん
こ
と
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
祭
文
と
致
し
ま

す
。 平

成
二
十
年
十
月
六
日 

 
 
 
 
 

水
戸
市
長 

 

加
藤
浩
一 

株
式
会
社
茨
城
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー 

社
長
・
市
村
眞
一
様
よ
り
、
匝
瑳
市
の

皆
様
に
、
記
念
品
と
し
て
、
著
書
・ 

「
市
川
勢
の
軌
跡
」
が
代
表
の
方
に 

贈
ら
れ
ま
し
た
。 

 

慶
応
4
年
3
月
か
ら
明
治
元
年
10
月
迄

（
9
月
改
元
）
の
諸
生
派
市
川
勢
の
軌
跡

で
あ
り
ま
す
。 

市
村
眞
一
様
が
現
地
を
調
査
の
上
、
写
真

入
り
で
詳
細
に
記
述
さ
れ
名
著
あ
り
ま
す
。 
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感
謝
状
贈
呈 

墓
前
の
戦
没
者
慰
霊
式
典
に
先
立
ち
、 

感
謝
状
贈
呈
式
に
お
い
て
匝
瑳
市
地
元 

の
６
個
人
、
団
体
の
皆
様
に
感
謝
状
を 

贈
り
ま
し
た 

大
森
信
英
会
長
よ
り
手
渡
し
、
贈
る 

 

 

 

匝
瑳
市
中
台
区 

 

中
台
区
民
様 

匝
瑳
市
中
台
区 

 

中
台
龍
性
院
様 

匝
瑳
市
田
久
保
区 

田
久
保
区
民
様 

匝
瑳
市
中
台
区 
 

大
木
芳
子
様 

匝
瑳
市
中
台
区 

 

今
井
徳
治
様 

匝
瑳
市
平
木
区 

 

大
木
ヨ
シ
子
様 

 

中
台
区
民 

様 

匝
瑳
市
中
台
区
民
の
皆
様
に
は
永
年
に
わ

た
っ
て
水
戸
藩
国
事
殉
難
者
の
慰
霊
供
養

に
努
め
ら
れ
ま
し
た 

よ
っ
て
百
四
十
年

忌
慰
霊
祭
に
あ
た
り
記
念
品
を
添
え
て
深

く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す 

平
成
二
十
年
十
月
六
日 

水
戸
藩
国
事
殉
難
者
慰
霊
祭
実
行
委
員
会 

会
長 

大
森
信
英 

 

中
台
龍
性
院 

様 

匝
瑳
市
中
台
龍
性
院
様
に
は
永
年
に
わ
た

っ
て
水
戸
藩
国
事
殉
難
者
の
慰
霊
供
養
に

努
め
ら
れ
ま
し
た 

よ
っ
て
以
下
同
文 

 

田
久
保
区
民 

様 

匝
瑳
市
田
久
保
区
民
の
皆
様
に
は 

永
年
に
わ
た
っ
て
水
戸
藩
国
事
殉
難
者
の

慰
霊
供
養
に
努
め
ら
れ
ま
し
た 

 

よ
っ
て
以
下
同
文 

 

 

大
木
芳
子 

様 

あ
な
た
は
ご
父
祖
の
遺
志
を
継
ぎ 

永
年
に
わ
た
っ
て
水
戸
藩
国
事
殉
難
者
の

墓
地
を
守
り
そ
の
慰
霊
供
養
に
努
め
ら
れ

ま
し
た 

よ
っ
て
以
下
同
文 

 

  

今
井
徳
治 

様 

あ
な
た
は
水
戸
藩
国
事
殉
難
者 

墓
所
の
石
碑
保
存
の
た
め
上
屋
を 

建
て
永
年
に
わ
た
っ
て
そ
の
慰
霊 

供
養
に
努
め
ら
れ
ま
し
た 

 

よ
っ
て
以
下
同
文 

 

 

大
木
ヨ
シ
子 

様 

あ
な
た
は
水
戸
藩
国
事
殉
難
者 

大
番
頭
鈴
木
欽
一
郎
之
墓
を
建
立
し 

永
年
に
わ
た
っ
て
そ
の
慰
霊
供
養
に 

努
め
ら
れ
ま
し
た 

 

よ
っ
て
以
下
同
文 
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水
戸
藩
国
事
殉
難
者
慰
霊
祭
・
墓
前
式
典 

追
悼
文 

 

本
日
、
こ
こ
に
、
水
戸
藩
国
事
殉
難
者

慰
霊
祭
を
執
り
行
う
に
あ
た
り
、
遺
族
子

孫
並
び
に
参
列
者
を
代
表
し
、
謹
ん
で
哀

悼
の
誠
を
捧
げ
ま
す
。 

 

水
戸
藩
戊
辰
戦
争
・
天
狗
諸
生
の
闘
争

の
終
結
か
ら
百
四
十
年
、
当
初
、
水
戸
藩 

主
徳
川
慶
篤
公
に
上
程
し
た
諸
生
派
建
言

書
の
通
り
、国
を
思
う
一
念
よ
り
行
動
し
、

各
地
に
転
戦
し
、
当
地
・
八
日
市
場
が
終

焉
の
地
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
来1

4
0

年
の
歳
月
が
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。
今
な
お

往
時
を
偲
ぶ
時
、
国
の
た
め
と
は
い
え
、

故
郷
を
離
れ
家
族
を
思
い
な
が
ら
も
戦
陣

に
斃
れ
家
族
に
至
る
ま
で
受
難
し
、
そ
の

結
末
は
悲
惨
な
状
態
と
な
り
、
悲
痛
の
極

み
で
あ
り
ま
す
。 

 

幕
末
維
新
の
激
動
期
に
、
国
の
行
く
末

を
憂
い
国
事
に
奔
走
し
、
北
越
会
津
水
戸

の
各
地
で
戦
い
、
遂
に
、
当
地
・
八
日
市

場
松
山
戦
争
に
お
い
て
、
屍
を
各
地
の
山

野
に
さ
ら
し
、
多
く
の
有
為
の
人
材
が
散

華
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
残
念
で
な

り
ま
せ
ん
。 

 

元
治
元
年
・
天
狗
党
事
件
以
来
百
四
十

五
年
、
幕
府
崩
壊
に
よ
り
賊
軍
の
立
場
に

な
り
ま
し
た
が
、
政
権
が
ど
う
変
わ
ろ
う

と
、
そ
の
忠
誠
心
は
、
一
貫
し
て
寸
毫
も

変
わ
る
こ
と
な
く
、
少
し
も
恥
ず
る
も
の

は
な
い
と
信
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

次
の
歌
は
、諸
生
派
領
袖
・
水
戸
藩
家 

老

市
川
三
左
衛
門
の
辞
世
で
あ
り
ま
す
。 

「
君
ゆ
え
に
捨
つ
る
命
は
惜
し
ま
ね
ど
忠

が
不
忠
に
な
る
ぞ
悲
し
き
」 

当
地
戦
没
者
の
心
情
も
同
じ
で
あ
る
と
推

測
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。 

亦
、
会
津
藩
主
・
松
平
容
保
公
の
水
戸
市

神
応
寺
・
諸
生
派
慰
霊
碑
の
碑
文
の
一
節

に
、
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。 

 

「
何
ぞ
以
て
主
恩
に
報
ぜ
ん
、
唯
一
死
あ

る
の
み
、死
各
々
其
の
所
を
異
に
す
る
も
、

魂
は
同
じ
く
桑
梓
に
帰
す
、
い
わ
ん
や
藩

祖
の
廟
に
近
く
、
そ
の
志
乃
ち
遂
ぐ
、
地

高
く
し
て
松
青
く
豊
碑
千
祀
に
千
祀
に
伝 

う
」
と
。 

戦
没
者
の
御
魂
は
先
祖
代
々
の
地
・
水
戸

に
帰
り
、各
地
の
殉
難
者
の
御
魂
と
共
に
、

水
戸
市
に
建
立
さ
れ
た
徳
川
光
圀
公
開
基

の
祇
園
寺
に
あ
る
恩
光
無
辺
の
碑
に
そ
の

名
を
刻
み
顕
彰
さ
れ
供
養
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

更
に
当
地
戦
没
者
に
つ
い
て
は
地
元
の

皆
様
に
よ
り
心
温
ま
る
手
厚
い
供
養
を
永

年
に
わ
た
り
続
け
ら
れ
今
日
に
至
っ
て
い

る
こ
と
を
重
ね
て
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

幕
末
維
新
の
大
転
換
期
に
あ
た
り
、 

事
志
と
異
な
る
と
雖
も
御
魂
の
安
ら
か
な

ら
ん
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
成
二
十
年
十
月
六
日 

水
戸
藩
国
事
殉
難
者
慰
霊
祭 

実
行
委
員
会 

会
長 

大
森
信
英 

水
戸
藩
諸
生
派
壊
滅
の
地
に
て 

水
戸
藩
諸
生
派
戦
死
者
を
追
悼
す
る 

水
戸
殉
難
者
恩
光
碑
保
存
会
・
慰
霊
祭
実

行
委
員
会
会
長 

大
森
信
英 

追
悼
文 

朗
読 

 

 

明
治
２
年 

八
日
市
場
地
元
の
方
々
に 

よ
り
建
立
さ
れ
る 

 

戦
死
25
人
墓 

上
屋
内
に
石
碑
有
り 
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水
戸
藩
諸
生
派
終
焉
の
地 

水
戸
藩
国
事
殉
難
者
埋
葬
の
地
に
あ
る 

「
水
戸
藩
志
士
弔
魂
碑
」
文 

朝
比
奈
知
泉 

先
生 

 
 
 

撰
文 

本
会
理
事 

 

前
沢
瑞
穂 

 

口
語
訳 

本
会
副
会
長 

朝
比
奈
光
一 

朗
読 

 

 

 

松
山
中
台
村
は
、
徳
川
氏
の
時
代
幕
府
直

轄
に
属
し
て
い
た
そ
の
部
下
の
士
で
あ
っ

た
中
野
定
之
助
が
こ
こ
を
取
り
締
ま
っ
て

い
た
。
明
治
維
新
の
時
、
府
藩
県
制 

を
設
け
、幕
府
の
領
地
に
府
県
を
置
い
た
。

両
村
合
わ
せ
て
宮
谷
県
と
し
た
。
柴
山
文

平
が
県
令
に
任
じ
ら
れ
た
。
地
方
の
役
人

の
名
主
を
組
長
に
改
め
た
、
大
木
三
右
衛

門
を
中
台
組
長
に
任
じ
、
下
山
九
兵
衛
を

松
山
組
長
に
任
じ
た
。
佐
助
ご
老
人
は
、

す
な
わ
ち
、
三
右
衛
門
の
嗣
子
で
あ
る
。

こ
の
時
、
奥
羽
方
面
の
戦
い
ま
だ
続
い
て

お
り
、
水
戸
藩
党
争
も
燃
え
盛
っ
て
い
た
。 

 
朝
比
奈
泰
尚
と
そ
の
跡
継
ぎ
の
子
泰
彙
、

筧 

政
布
そ
の
嗣
子
政
常
、
及
び
市
川
弘

美
ら
兵
を
率
い
、
明
治
元
年
３
月
水
戸
を

出
発
し
て
、
幕
府
方
の
諸
藩
と
共
に
、
越

後
・
会
津
で
転
戦
し
、
９
月
水
戸
に
帰
り,

城
内
の
貞
芳
大
夫
人
に
頼
み
、
事
情
を
訴

え
よ
う
と
し
た
が
、
敵
方
に
阻
止
さ
れ
目

的
を
果
た
せ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
場
外
の

弘
道
館
に
陣
を
張
り
、
天
狗
派
と
激
し
い

砲
撃
戦
と
な
り
、
諸
生
軍
健
闘
空
し
く
遂

に
敗
退
す
る
。 

 

時
に
十
月
一
日
で
あ
っ
た
。
朝
比
奈
泰

尚
、
残
り
の
兵
を
率
い
て
、
銚
子
よ
り
八

日
市
場
に
出
て
六
日
朝
、
中
台
に
向
か
っ

た
。
敵
、
天
狗
派
は
多
古
街
道
を
進
み
、

松
山
台
に
向
か
っ
て
来
た
。
そ
こ
で
両
軍

接
戦
と
な
り
、
互
い
に
砲
を
撃
ち
合
い
、

そ
れ
は
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で
続
い
た
。 

諸
生
方
の
あ
る
者
は
、
土
地
の
人
々
の
協

力
を
頂
き
、
主
と
し
て
砲
で
応
戦
し
た
。

あ
る
者
は
死
を
覚
悟
し
も
は
や
弾
も
な
く

な
り
、
抜
刀
し
大
声
を
挙
げ
な
が
ら
、
帯

刀
し
て
い
る
敵
を
追
い
か
け
る
が
、
敵
は

味
方
の
砲
陣
に
隠
れ
て
し
ま
い
戦
お
う
と

し
な
か
っ
た
。
飛
び
散
る
弾
丸
雨
霰
の
中

に
突
入
、
諸
生
派
遂
に
全
滅
す
る
。 

 
 

戦
死
体
二
十
五
あ
り
。
そ
の
一
つ
に
は

首
が
な
く
な
っ
て
い
た
。
戦
い
が
終
わ
っ

た
後
、
柴
山
県
令
は
両
村
の
村
役
に
命
じ

て
、
用
水
堀
の
水
を
掃
い
隅
々
ま
で
捜
索

し
た
が
、
遂
に
遺
体
を
見
つ
け
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。
大
木
、
下
山
両
組
長
及

び
中
台
村
長
、
山
崎
八
郎
兵
衛
、
中
台
仁

右
衛
門
、
松
山
村
長
、
古
関
佐
兵
衛
、
関

忠
兵
衛
ら
が
相
談
し
て
、
戦
没
二
十
五
人

の
遺
体
を
よ
く
調
べ
、
こ
れ
ら
を
葬
り
、

碑
を
建
て
て
祀
り
、供
養
に
あ
た
ら
れ
た
。

こ
の
碑
に
、
年
の
折
々
に
は
土
地
の
人
々

が
線
香
を
手
向
け
て
供
養
し
、
そ
れ
は
、

今
日
ま
で
続
い
て
い
る
。 

 

大
正
十
四
年
四
月
、
私
は
兄
と
弟
、
金

三
郎
と
、
初
め
て
戦
い
の
跡
を
訪
れ
た
。

大
木
佐
助
ご
老
人
は
、
私
た
ち
兄
弟
を
案

内
し
、
当
時
の
戦
跡
を
指
差
し
な
が
ら
、

伝
え
ら
れ
て
い
る
戦
い
の
様
子
な
ど
、
詳

し
く
説
明
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
れ
に
よ

っ
て
、
我
が
朝
比
奈
家
宗
家
父
子
の
最
期

の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。 

そ
の
遺
体
の
中
で
首
の
な
く
な
っ
て
い

る
者
は
、
確
か
に
筧 

政
布
で
あ
る
と

認
め
た
と
い
う
。
し
か
し
、
彼
の
死
が

明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
そ
の
首
が
水
戸

へ
届
け
ら
れ
た
と
い
う
話
は
聞
い
て
い

な
い
。
こ
の
ご
ろ
、
両
村
有
志
が
相
談

し
て
、
弔
碑
を
建
て
る
こ
と
に
な
り
、

私
に
そ
の
碑
文
を
書
く
よ
う
に
求
め
ら

れ
た
。
し
か
し
、
私
は
力
の
足
り
な
い

者
で
あ
り
、
ど
う
し
て
こ
の
大
役
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
よ
う
か
、
と
迷
っ
た

が
、
私
も
朝
比
奈
家
の
身
内
の
一
人
で

あ
る
の
で
、
有
志
の
方
の
お
求
め
に
喜

ん
で
応
じ
る
こ
と
に
し
た
。
私
の
父
、 

叔
父
、
従
兄
弟
に
い
た
る
ま
で
、
皆
、

国
難
で
戦
死
し
て
し
ま
っ
た
。・
今
、
ご

老
人
の
お
世
話
で
、
我
が
朝
比
奈
家
本

家
一
族
が
奮
闘
し
、
そ
の
戦
没
の
跡
を

詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
大
木
佐

助
ご
老
人
は
、
七
十
歳
を
超
え
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
が
、
お
体
は
極
め
て
ご
丈
夫

で
、
記
憶
力
も
し
っ
か
り
し
て
お
ら
れ

る
。
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
強
い
心
身

を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

私
は
ご
老
人
と
当
地
の
皆
様
へ
の
深
い

感
謝
の
気
持
ち
と
、
申
し
わ
け
な
い
と

い
う
複
雑
な
心
情
で
、
そ
の
場
を
容
易

に
立
ち
去
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

戦
没
者
の
姓
名
を
次
に
記
す 
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弔
魂
碑
裏
面
に
彫
ら
れ
た
諸
生
派
戦
没
者

の
姓
名
） 

家
老 

 
 

朝
比
奈
弥
太
郎
泰
尚 

小
姓
頭 

 
朝
比
奈
靱
負
泰
彙 

家
老 

 
 

筧
助
太
夫
政
布 

同
心
頭 

 

佐
藤
主
税
信
好 

 
 
 
 
 

佐
藤
貞
之
助 

町
奉
行 

 

富
田
理
助
敏
行 

 
 
 
 
 

生
井
松
次
郎 

中
間
頭 

 

橋
本
小
三
郎 

譜
代
同
心 

丹
下
斉
蔵 

徒
士 

 
 

大
久
保
定
蔵 

 
 
 
 
 

大
高
孫
兵
衛 

 
 
 
 
 

山
田
惣
次
郎 

徒
目
付 

 

友
部
徳
之
介 

徒
士
頭 

 

綿
引
隆
三 

 
 
 
 
 

春
山
崇
七 

大
番
頭 

 

鈴
木
欽
一
郎 

 
 
 
 
 

佐
藤
留
男 

小
十
人
目
付
大
嶺
総
七
郎
廣
生 

 
 
 
 
 

河
合
子
之
吉 

徒
士
目
付 

上 

彦
四
郎 

 
 
 
 
 

小
山
金
平 

 
 
 
 
 

小
貫
理
三
郎 

小
貫
従
者 

吉
三
郎 

小
貫
従
者 

安
蔵 

小
貫
従
者 

清
兵
衛 

以
下
３
名
追
彫
さ
れ
て
い
る 

大
番
組 

 

斎
藤
新
六
郎
盛
至 

 
 

郷
士 
 
 

益
子
民
部
左
衛
門 

郷
士 

 
 

益
子
寛
介 

（
水
戸
市
役
所
調
べ 

よ
り
） 

弔
魂
碑
に
彫
ら
れ
て
い
な
い 

八
日
市
場
松
山
周
辺
に
て
戦
死
し
た 

諸
生
派
戦
没
者
の
姓
名 

 

最
期
の
場
所 

及
び
墓
地
不
明 

 

青
山
惣
七 

 

大
高
孫
兵
衛 

 

大
高
弥
兵
衛 

筧
平
十
郎
政
常 

 

佐
藤
市
之
助 

 

佐
藤
亥
之
吉 

 

丹
下
乙
吉 

 
丹
下
乙
蔵 

 
山
田
照
七
郎 

 

札
田
銀
平 

 

雨
口
理
郷 

 

佐
藤
留
之
介 

 

富
田
常
之
介 

 

生
井
秀
三
郎 

 

大
嶺
小
太
郎 

 

春
山
惣
七 

 
 

 

 

大
森
金
六
郎 

 

銚
子
・
良
福
寺 

 

（
水
戸
藩
戊
辰
戦
争
・
山
県
紘 

著
よ
り
） 

諸
生
派
戦
没
者
の
姓
名 

最
期
の
場
所 

及
び
墓
地
不
明 

 

朝
比
奈
千
次
郎
泰
成 

 

田
山
金
平 

 

小
松
崎
為
次
郎 

砂
川
熊
吉 

 
 

水
戸
藩
国
事
殉
難
者
埋
葬
の
地 

（
現
地
名
・
脱
走
塚
墓
地
） 

２
５
人
の
墓
・
上
屋
内
の
石
碑  

 

 

平
成
２
０
年
９
月
に 

脱
走
塚
へ
移
転
さ
れ
た
蓮
光
院
の 

藩
士
の
墓 

 

 

千
葉
県
匝
瑳
市 

安
養
寺 

水
戸
藩
大
番
頭
鈴
木
欽
一
郎
の
墓  

  

千
葉
県
銚
子
市 

良
福
寺 

水
戸
藩
馬
廻
組
大
森
金
六
郎
の
墓 
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記
念
の
植
樹 

水
戸
市
酒
門
町1

8
3

3

・
茂
垣
勝
男
様
よ
り

寄
贈
戴
き
ま
し
た
銘
木
・
水
戸
の
梅
を
、

水
戸
藩
国
事
殉
難
者
埋
葬
地
に
慰
霊
祭
を

記
念
し
て
植
樹
致
し
ま
し
た
。 

 

征
夷
大
将
軍 

徳
川
家
康
公
・
銘
木 

「
家
康
梅
」 

 

「
黄
門
」
と
は
、
中
納
言
の
唐
名 

水
戸
藩
主
は
「
従
三
位
・
権
中
納
言
」
が

極
官
「
最
高
の
官
職
」 

光
圀
公
は
元
禄
３
年
隠
居
し
て
こ
の
官
職 

を
贈
ら
れ
る
。「
将
軍
の
推
薦
に
よ
る
」 

 

水
戸
藩 

第
２
代
水
戸
藩
主 

徳
川
光
圀
公
・
銘
木 

「
黄
門
枝
垂
れ
梅
」 

 

      

水
戸
藩 

第
９
代
水
戸
藩
主 

徳
川
斉
昭
公
・
銘
木 

「
烈
公
梅
」 

 

    

昭
和
41
年 

水
戸
市
が
松
山
戦
争
百
年
祭
を
記
念
し

て
植
樹
さ
れ
ま
し
た 

１
０
０
年
祭
記
念
「
水
戸
の
梅
」 

見
事
な
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す 

 

2014PCD005
長方形
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水
戸
藩
国
事
殉
難
者
慰
霊
祭 

平
成
20
年
10
月
6
日
参
列
者
「
順
不
同
」 

匝
瑳
市 

同
・
市
長 

 
 
 
 

江
波
戸
辰
夫
様 

同
・
市
議
会
議
長 

 

佐
藤
正
雄
様 

同
・
市
議
会
議
員 

 
山
崎 

剛
様 

同
・
龍
性
院 

 
 
 

山
崎 

昭
様 

同
・
中
台
区
長 

 
 

山
崎
忠
義
様 

同
・
教
育
委
員
会 

 

依
知
川
雅
一
様 

同
・
中
台
地
区 

 
 

大
木
芳
子
様 

同
・
中
台
地
区 

 
 

今
井
徳
治
様 

同
・
平
木
地
区 

 
 

大
木
ヨ
シ
子
様 

同
・
郷
土
史
研
究
家 

加
瀬
俊
雄
様 

同
・
郷
土
史
研
究
家 

椎
名 

浩
様 

同
・
中
台
区
代
表 

 

山
崎
省
吾
様
ほ
か 

水
戸
市 

同
・
市
議
会
議
長 

 

伊
藤
充
朗
様 

同
・
事
務
局
長 

 
 

岩
渕
静
香
様 

株
式
会
社
茨
城
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー 

同
・
社
長 

 
 
 
 

市
村
眞
一
様 

茨
城
新
聞
報
道
部
長 

沼
田
安
広
様 

幕
末
維
新
水
戸
有
志
を
偲
ぶ
会 

同
・
事
務
局
長 

 
 

川
上 

清
様 

日
立
歴
史
研
究
会 

同
・
会
長 

 
 
 
 

小
浜
一
男
様 

同
・
理
事 

 
 
 
 

池
田
貞
雄
様 

水
戸
殉
難
者
恩
光
碑
保
存
会 

同
・
祇
園
寺
住
職 

 

小
原
宜
弘 

同
・
会
長 
 
 
 
 

大
森
信
英 

同
・
副
会
長 

 
 
 

蔭
山
二
郎 

同
・
副
会
長 

 
 
 

朝
比
奈
光
一 

同
・
現
地
慰
霊
祭
実
行
委
員
及
び
会
員 

同
・
理
事
・
委
員
長 

朝
比
奈
泰
仁 

同
・
理
事
・
委
員 

 

清
水
光
夫 

同
・
々 

 
 
 
 
 

前
沢
瑞
穂 

同
・
々 

 
 
 
 
 

川
上
有
文 

同
・
々 

 
 
 
 
 

綿
引
周
一 

同
・
々 

 
 
 
 
 

大
森
信
男 

同
・
々 

 
 
 
 
 

野
沢 

汎 

同
・
々 

 
 
 
 
 

平
戸
吉
衛 

同
・
々 

 
 
 
 
 

戸
祭
勝
文 

同
・
々 

 
 
 
 
 

一
沢
勝
男 

同
・
々 

 
 
 
 
 

筧
陽
之
助 

同
・
会
員 

 
 
 
 

筧 

せ
ん 

同
・
々 

 
 
 
 
 

朝
比
奈
泰
孝 

同
・
々 

 
 
 
 
 

朝
比
奈
泰
忠 

同
・
々 

 
 
 
 
 

生
井
和
夫 

同
・
々 
 
 
 
 
 

鈴
木
妙
子 

同
・
々 

 
 
 
 
 

谷
田
部 

一 

同
・
々 

 
 
 
 
 

岡
見 

薫 

同
・
々 

 
 
 
 
 

岡
見
京
子 

同
・
々 

 
 
 
 
 

田
崎 
裕 

同
・
々 

 
 
 
 
 

野
田
幸
重 

 

同
・
々 

 
 
 
 
 

今
橋
り
え 

同
・
々 

 
 
 
 
 

戸
祭
頼
子 

同
・
々 

 
 
 
 
 

朝
比
奈
み
つ
子 

同
・
々 

 
 
 
 
 

朝
比
奈
清
恵 

同
・
々
・ 

 
 
 
 

小
滝
和
子 

同
・
々 

 
 
 
 
 

谷
田
部
良
子 

同
・
々 

 
 
 
 
 

川
上
京
子 

同
・
々 

 
 
 
 
 

佐
々
木
サ
ダ
子 

 
 
 
 

 

同
・
々 

 
 
 
 
 

市
川
渓
子 

               
 

記
念
写
真
２
Ｌ
版 

掲
載 
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平
成
14
年
11
月 

「
広
報
よ
う
か
い
ち
ば
」 

市
史
こ
ぼ
れ
話 

匝
瑳
市
八
日
市
場
・
社
会
教
育
課 

 

脱
走
塚
を
守
る 

 

歴
史
的
遺
跡
や
遺
物
は
、
そ
れ
ら
の
持

つ
意
義
や
価
値
観
を
知
っ
た
り
、
感
じ
た

り
す
る
人
た
ち
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
、
守

り
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
紹
介
す
る
市
指
定
史
跡
「
脱
走
塚
」

も
地
域
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
そ
の
由
緒

に
ふ
さ
わ
し
い
か
た
ち
で
守
り
伝
え
ら
れ

て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。 

 

脱
走
塚
は
、
１
８
６
８
年
（
明
治
元
年
）

十
一
月
十
九
日
（
当
時
の
歴
・
旧
歴
で
は

十
月
六
日
）
の
松
山
戦
争
で
戦
死
し
た
水

戸
藩
士
を
地
元
松
山
村
、
中
台
村
の
人
た

ち
に
よ
っ
て
埋
葬
し
た
墓
地
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。 

 

水
戸
藩
内
部
抗
争
の
最
終
戦
が
こ
の
地

を
舞
台
に
く
り
広
げ
ら
れ
、
多
く
の
被
害

や
恐
怖
を
周
辺
村
む
ら
に
も
及
ぼ
し
ま
し

た
。
戦
後
処
理
は
、
中
台
・
松
山
両
村
の

人
び
と
に
課
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

新
政
府
は
、
同
年
九
月
に
元
号
を
慶
応

か
ら
明
治
と
改
め
ま
し
た
が
、
ま
だ
、
藩

は
残
り
、
近
く
の
多
古
藩
（
多
古
町
）
に

そ
の
処
理
を
命
じ
、
遺
体
の
埋
葬
な
ど
は

両
村
の
村
役
人
な
ど
が
行
い
、
そ
の
翌
年

に
「
戦
死
二
十
五
人
の
墓
」
が
建
て
ら
れ
、 

両
村
に
よ
っ
て
供
養
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。 

記
録
を
た
ど
る
と
、
１
８
８
９
年 

（
明
治
２
２
年
５
月
２
６
日
）
松
山
戦
争

の
戦
死
者 

の
２
１
回
忌
法
要
が
、
福
岡

町
（
の
ち
に
八
日
市
場
町
）
の
見
徳
寺
、

福
善
寺
住
職
に
よ
っ
て
営
ま
れ
、
群
衆
の

者
に
紅
白
の
も
ち
を
投
げ
「
広
き
古
戦
場

（
脱
走
塚
）
も
当
日
は
非
常
の
に
ぎ
わ
い

に
て
あ
り
し
」
と
、
当
時
の
新
聞
で
報
じ

ら
れ
ま
し
た
。 

 

次
い
で
、
１
９
２
６
年
（
大
正
１
５
年
）

に
当
時
の
朝
日
新
聞
記
者
で
あ
っ
た
水
戸

藩
・
諸
生
党
の
子
孫
、
朝
比
奈
知
泉
（
あ

さ
ひ
な
ち
せ
ん
）
ら
に
よ
っ
て
脱
走
塚
に

供
養
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
供
養

に
は
、
水
戸
藩
士
の
子
孫
も
加
わ
っ
た
よ

う
で
、
当
時
の
こ
と
が
く
わ
し
く
わ
か
ら

な
い
の
が
残
念
で
す
。 

 

こ
の
碑
文
の
中
で
、
中
台
村
大
木
三
右

衛
門
、
山
崎
八
郎
兵
衛
、中
台
仁
右
衛
門
、

松
山
村
下
山
九
兵
衛
、
古
関
佐
兵
衛
、
関

忠
兵
衛
、
ら
に
よ
っ
て
、
遺
体
が
埋
葬
さ

れ
た
と
あ
り
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
昭
和
４
１
年
１
０
月
に
、 

水
戸
市
（
茨
城
県
）
と
本
市
（
八
日
市
場

市
・
現
匝
瑳
市
）
と
で
松
山
戦
争
百
年
祭

が
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

脱
走
塚
を
守
り
伝
え
る
と
い
う
当
地
域 

の
人
た
ち
の
心
情
は
、「
年
月
を
経
て
も
供 

花
や
線
香
が
絶
え
な
い
」
と
大
正
期
の
碑

文
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
大
木
九
郎（
故
人
）

さ
ん
、
現
在
で
は
大
木
正
男
さ
ん
ご
夫
妻

に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

 

平
成
20
年
7
月
・
現
在
は
大
木
芳
子
さ
ん

が
夫
の
遺
志
を
継
い
で
脱
走
塚
墓
所
を
守

り
供
養
さ
れ
て
お
り
ま
す 

 

供
養
の
経
過 

ま
と
め 

明
治
元
年 

 

全
員
戦
死 

 
 
 

水
戸
藩
諸
生
派
藩
士
戦
死 

 
 
 

諸
生
派
壊
滅
す
る 

明
治
2
年 

25
人
戦
死
の
墓 

 
 
 

地
元
有
志
に
よ
る
建
墓 

明
治
22
年 

21
回
忌
法
要 

 
 
 

見
徳
寺
、
福
善
寺
に
よ
り
法
要 

大
正
15
年 

弔
英
魂
碑 

除
幕
式 

朝
比
奈
知
泉
ら
子
孫 

地
元
有
志
に
よ
り
建
碑 

昭
和
41
年 

百
年
祭 

 
 
 

八
日
市
場
市
と
水
戸
市
の
主
催
に

よ
り
百
年
祭
を
挙
行
す
る 

 
 
 

水
戸
の
梅 

植
樹
す
る 

平
成
20
年 

1
4

0

年
忌
慰
霊
祭 

 
 
 

水
戸
殉
難
者
恩
光
碑
保
存
会
「
慰

霊
祭
実
行
委
員
会
」
主
催
に
よ
り 

 
 
 

水
戸
藩
国
事
殉
難
者
慰
霊
祭
を 

 
 
 

挙
行
す
る 

 
 
 

銘
木
・
水
戸
の
梅
を
植
樹
す
る 

  

明
治
2
年
5
月 

戦
死
25
人
の
墓 

 

 

大
正
15
年
11
月
10
日 

 

弔
魂
碑 

朝
比
奈
知
泉 

撰
文 

 

昭
和
41
年
10
月
14
日 

建
碑 

水
戸
藩
国
事
殉
難
者
百
年
祭
記
念 
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松
山
戦
争
「
八
日
市
場
の
戦
い
」 

 

「
落
武
者
の
墓
」 

 
 

匝
瑳
市
文
化
財
研
究
会
・
加
瀬
俊
雄
様 

 

よ
り
の
寄
稿
文 

匝
瑳
市
田
久
保
、
蓮
光
院
境
内
の
片
隅

に
松
山
戦
争
、
落
武
者
の
首
塚
が
ひ
っ
そ

り
と
眠
っ
て
お
っ
た
。 

墓
上
の
石
碑
に
は
、（
梵
連
山
道
快
信
士
）

左
側
面
に
は
明
治
元
年
戊
辰
10
月
6
日

「
現
在
は
11
月
19
日
」
の
文
字
が
刻
ま
れ

る
。
此
の
10
月
6
日
が
松
山
戦
争
の
当
日

で
、
大
き
な
証
し
と
な
り
ま
す
。 

そ
し
て
奇
遇
と
思
え
る
こ
と
は
、
弘
化
2

年
「1

5
2

年
前
」
建
立
の
（
延
生
地
蔵
）

に
一
歩
下
が
っ
て
並
ん
で
お
っ
た
。
さ
ぞ

や
、
地
蔵
に
手
を
取
ら
れ
一
人
霊
界
に
導

か
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。 

そ
し
て
、
ど
な
た
が
手
向
け
た
か
、
一
輪

の
花
に
胸
を
う
た
れ
た
。 

 

戦
い
に
敗
れ
敗
走
し
た
諸
生
派
の
落

武
者
は
千
葉
方
面
を
め
ざ
し
た
で
あ
ろ
う
。

脱
走
塚
を
逃
れ
富
岡
を
過
ぎ
飯
の
森
に
さ

し
か
か
っ
た
時
、
戦
闘
で
深
手
を
負
っ
た

3
名
は
息
絶
え
る
。
友
の
死
を
見
て
思
案

に
く
れ
る
が
、
追
手
は
迫
っ
て
来
る
。
そ

こ
で
、
友
の
首
を
「
刎
ね
て
」
逃
げ
て
来

た
。
2
名
は
飯
倉
小
学
校
と
な
り
の
「
不

動
院
へ
」・
（
今
状
は
集
会
所
と
な
り
寺
の

面
影
は
無
く
、
石
塔
が
若
干
散
乱
し
て
お

る
、
歴
史
は
風
化
す
る
。）
千
葉
を
目
指
す

敗
走
者
は
、
友
の
首
を
持
ち
、
逃
れ
て
来 

た
が
、 

重
い
首
を
持
っ
て
は
逃
げ
き
れ
ぬ

と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
田
久
保
集
落
ま
で

来
た
時
、
村
の
竹
や
ぶ
の
中
へ
置
い
て
逃

れ
て
行
く
。そ
れ
を
村
人
が
見
て
お
っ
た
。 

「
な
ぜ
蓮
光
院
に
首
塚
」
が
あ
る
か
と
考

え
て
見
る
と
、（
松
山
戦
争
の
敗
者
諸
生
派

が
西
を
目
指
し
て
落
ち
延
び
て
行
く
時
に
、

田
久
保
集
落
ま
で
来
て
寺
の
下
の
竹
や
ぶ

へ
首
を
置
い
て
行
く
と
村
人
は
語
る
。 

此
の
日
の
松
山
戦
争
は
当
地
方
で
は
、

鉄
砲
音
が
激
し
く
又
駆
け
足
で
逃
れ
て
行

く
音
を
聞
く
）
と
古
老
が
語
っ
て
お
っ
た
。 

「
墓
地
に
つ
い
て
特
筆
す
べ
き
事
」 

一
般
的
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
氏
素
性

の
分
ら
ぬ
者
は
無
縁
仏
と
し
て
葬
ら
れ
、

墓
印
と
し
て
小
石
や
小
枝
を
一
個
置
く
程

度
で
あ
る
。
僧
侶
に
依
頼
し
て
「
戒
名
を

も
ら
い
祈
祷
し
て
、
石
碑
を
建
て
供
養
を

し
た
」
。
立
派
な
こ
と
で
し
た
。 

此
の
石
塔
の
台
座
に
有
る
氏
名
が
施
主
で

あ
ろ
う
。
台
座
の
氏
名
を
調
べ
る
と
、
田

久
保
、
新
村
、
木
積
、
富
岡
の
数
名
が
読

め
る
。 

さ
ぞ
や
、
若
年
で
無
縁
仏
と
な
っ
た
と

は
い
え
、
霊
魂
も
地
下
に
て
、
さ
ぞ
や
安

ら
か
に
永
眠
し
て
お
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

特
に
、
本
日
は
、1

4
0

年
間
一
人
で
淋 

し
か
っ
た
想
い
が
、
古
里
の
知
人
や
、

関
係
者
が
尋
ね
て
来
て
供
養
し
て
下
さ
れ

る
の
で
安
眠
し
て
下
さ
れ
、歴
史
の
表
面
、

世
に
出
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

此
の
件
に
関
し
て
は
私
の
悲
願
で
し
た
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

合
掌 

平
成
20
年
5
月 

 

記 

  

匝
瑳
市
田
久
保
区
・
蓮
光
院
境
内 

加
瀬
俊
雄
氏 

 
 

右
側 

落
ち
武
者
の
墓
碑 

中
央 

延
生
地
蔵
碑 

 
 

左
側
「
屋
根
の
下
」 

 

 
 
 

 

平
成
20
年
10
月
6
日
水
戸
藩
国
事
殉
難

者
慰
霊
祭
に
あ
た
り
、
田
久
保
区
・
蓮
光

院
に
あ
っ
た
こ
の
墓
を
水
戸
藩
国
事
殉
難

者
埋
葬
地
「
脱
走
塚
墓
所
」
に
移
転
・
改

葬
し
て
、
多
く
の
戦
死
者
と
共
に
供
養
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

両
軍
戦
闘
の
地
「
松
山
村
・
中
台
村
」 

松
山
・
中
台
台
地
・
→
富
岡
→
飯
の
森

→
田
久
保
集
落 

戦
場
を
逃
れ
こ
の
森
を
通
り
田
久
保
へ 

こ
の
地
・
富
岡
を
通
り
逃
れ
る 

 

富
岡 

重
傷
の
身
で
逃
れ
て
来
た
が 

飯
の
森
で
3
名
が
落
命
す
る 

 

飯
の
森 

田
久
保
に
3
名
の
首
を
置
き
逃
れ
る 

田
久
保
集
落 

生
存
者
は
更
に
千
葉
方
面
に
逃
れ
行
く 
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「
斬
ら
れ
様
」
に
つ
い
て 

寄
稿
文 

 
 
 

匝
瑳
市 

南
波
鹿
子
様 

記 

匝
瑳
市 
南
波
鹿
子
様
の
手
記
よ
り 

ご
協
力 

八
日
市
場
市
大
川
秋
嘉
様 

 
 
 
 

今
泉 

 
 

林 

静 

様 

 
 

明
治
元
年
会
津
城
が
落
ち
、
奥
羽
地
方

も
鎮
定
し
、
水
戸
藩
か
ら
加
勢
に
行
っ
た

市
川
三
左
衛
門
、
朝
比
奈
弥
太
郎
引
率
の

佐
幕
党
員
百
余
名
は
、
藩
の
た
め
に
尽
く

し
た
と
い
う
誇
ら
し
い
気
持
ち
で
帰
藩
し

た
。
所
が
水
戸
藩
は
勤
皇
党
に
変
わ
っ
て

い
て
、
歓
迎
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
追
い
出
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。
仕
方
な
く
利
根
川
を
下

り
、浜
伝
え
に
八
日
市
場
方
面
に
上
っ
た
。

現
国
保
病
院
東
北
に
着
く
や
追
っ
て
来
た

勤
皇
党
と
戦
争
と
な
り
朝
比
奈
以
下
25

名
戦
死
し
、
中
台
に
葬
ら
れ
脱
走
塚
と
称

す
。
残
党
は
刀
傷
を
負
い
乍
ら
野
手
方
面

に
下
り
、
現
野
栄
町
役
場
東
側
に
待
ち
伏

せ
勤
皇
党
と
戦
争
、
14
名
戦
死
、
尚
も
、

市
川
三
左
衛
門
以
下
の
残
党
は
、
光
町
方

面
へ
と
逃
げ
の
び
、
そ
れ
ぞ
れ
変
装
し
何

処
か
へ
落
ち
た
と
い
う
。
置
き
去
ら
れ
た

屍
は
、
今
泉
地
区
の
人
々
に
厚
く
葬
ら
れ

現
野
栄
町
東
側
に
「
斬
ら
れ
様
」
と
称
さ

れ
、
碑
も
建
て
ら
れ
た
。
参
詣
人
も
多
か

っ
た
と
い
う
。
勤
皇
党
佐
幕
党
の
戦
争
跡

で
あ
る
。
今
か
ら
百
二
十
八
年
前
の
明
治

夜
明
け
前
の
で
き
事
で
あ
っ
た
。 

平
成
8
年 

南
波
鹿
子 

紀 

南
波
様
よ
り
聞
き
書
・
加
瀬
俊
雄
様 

記 

平
成
20
年
7
月
10
日 

先
生
曰
く 

私
は
80
歳
、
生
家
は
野
手
旧
村
大
根
畑 

父
石
橋
緒
右
衛
門 

旧
学
校
教
師 

現
在

茶
道
の
師
と
し
て
生
徒
と
共
に
楽
し
む
。 

①
松
山
戦
争
に
て
諸
生
派
敗
れ
敗
走
者
は

野
手
村
に
逃
れ
て
来
て
、
民
家
に
一
夜
泊

り
、数
名
は
そ
の
ま
ま
西
を
目
指
し
逃
れ
、 

「
衣
服
を
貰
い
受
け
平
服
に
着
替
え
て
逃

れ
行
く
。
代
替
え
に
刀
剣
を
置
き
残
し
た

と
言
わ
れ
る
。
残
っ
た
数
名
が
追
っ
て
来

た
天
狗
派
に
首
を
打
ち
取
ら
れ
る
。 

②
「
斬
ら
れ
様
」
と
称
さ
れ
、
地
元
で
は

石
碑
を
建
て
供
養
し
た
。 

③
水
戸
藩
士
松
山
戦
争
脱
走
塚
百
年
慰
霊

祭
に
も
、
こ
の
場
所
へ
来
て
供
養
す
る
と

語
る
。 

④
此
の
記
に
つ
い
て
南
波
先
生
は
、
郷
土

史
の
研
究
に
熱
心
で
い
ろ
い
ろ
の
人
々
の

聞
き
学
や
、
書
物
記
録
を
調
べ
、
現
場
に

足
を
運
ん
で
書
し
た
と
語
る
。 

建
碑
の
場
所
は
、
現
状
は
昭
和

4
0

年

代
に
土
地
改
良
耕
地
整
理
に
よ
り
田
畑
の

姿
が
変
わ
り
、
現
状
で
は
、
当
時
の
面
影

は
な
く
、
場
所
の
特
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

現
在
は
此
の
辺
の
土
地
を「
き
ら
れ
さ
ま
」

と
い
う
小
字
「
こ
あ
ざ
」
の
よ
う
に
呼
ん

で
い
る
。
こ
こ
に
諸
生
派
13
名
が
戦
死
・

葬
ら
れ
て
い
る
。 

歴
史
は
風
化
す
る
と
言
う
言
葉
が
現
実
に

な
る
。 

匝
瑳
市
安
養
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
水
戸
藩
・

大
番
頭
・
鈴
木
欽
一
郎
の
墓
に
つ
い
て
、 

明
治
元
年
10
月
6
日
に
、「
松
山
戦
争
」

と
言
わ
れ
る
水
戸
藩
諸
生
派
と
水
戸
藩
天

狗
党
の
決
戦
が
八
日
市
場
松
山
台
で
展
開

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
諸
生
派
は
大

多
数
が
戦
死
し
壊
滅
し
ま
し
た
。
戦
後
、

落
武
者
狩
り
の
厳
し
い
中
、
鈴
木
欽
一
郎

は
戦
場
を
離
れ
て
、
負
傷
の
身
を
旅
籠
・

吾
妻
屋
に
寄
せ
潜
ん
で
い
た
。 

 

天
狗
党
は
決
選
後
、
10
月
10
日
ま
で
八

日
市
場
町
に
滞
在
し
、
落
武
者
を
捕
縛
す

べ
く
徹
底
的
に
捜
索
し
て
い
た
。
又
、
此

の
間
、
八
日
市
場
町
民
に
対
し
金
品
強
要

乱
暴
狼
藉
等
暴
虐
の
限
り
を
尽
く
し
て
い

た
。 

 

間
も
な
く
、
鈴
木
欽
一
郎
の
吾
妻
屋
宿

泊
は
人
の
知
る
所
と
な
り
又
天
狗
党
も
知

る
所
と
な
り
、
負
傷
の
身
を
天
狗
党
に
捕

縛
さ
れ
、
近
所
に
あ
る
安
養
寺
に
連
行
さ

れ
斬
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

 

旅
籠
吾
妻
屋
の
関
係
者
で
あ
る
大
木
家

は
先
祖
が
武
家
の
出
で
あ
り
、
水
戸
藩
の

状
況
を
知
る
に
つ
れ
て
、
水
戸
市
役
所
を

訪
問
、
鈴
木
欽
一
郎
が
水
戸
藩
士
で
八
日

市
場
で
戦
死
さ
れ
た
事
を
確
認
し
、
彼
の

忠
誠
心
、
武
士
道
精
神
に
感
ず
る
所
が
あ 

り
、
永
年
に
わ
た
る
諸
々
の
事
情
に
想 

い
を
致
し
、
建
碑
供
養
を
計
画
中
、
当
主 

大
木
茂
氏
は
志
半
ば
に
し
て
永
眠
、
そ
の

志
を
引
き
継
い
で
、
夫
人
大
木
ヨ
シ
子
さ

ん
が
平
成
元
年
に
殉
難
の
地
で
あ
る
安

養
寺
の
境
内
に
石
碑
を
建
て
、
手
厚
く

供
養
さ
れ
て
い
ま
す
。 

大
木
家
は
神
葬
祭
な
の
で
、
寺
院
の
境

内
で
は
あ
る
が
「
戒
名
」
は
つ
け
な
い

で
、
石
碑
に
は
俗
名
を
彫
り
供
養
さ
れ

て
い
る
。 

（
水
戸
藩
大
番
頭
鈴
木
欽
一
郎
之
墓
） 

平
成
20
年
10
月
6
日
水
戸
藩
諸
生
派

戦
死
者
墓
前
に
於
い
て
匝
瑳
市
の
方
々
、

郷
里
・
水
戸
市
の
方
々
が
、
参
列
し 

「
水
戸
藩
国
事
殉
難
者
慰
霊
祭
」
が
執

り
行
わ
れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。 

永
い
間
、1

人
で
淋
し
か
っ
た
で
あ

ろ
う
。
古
里
の
関
係
者
が
参
り
慰
霊
行

事
が
行
な
わ
れ
る
の
で
、
さ
ぞ
鈴
木
欽

一
郎
命
も
泉
下
で
喜
ん
で
い
る
で
あ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。 

匝
瑳
市
加
瀬
俊
雄
様
よ
り
聞
き
書
き 

平
成
20
年
7
月
15
日
（
川
上
・
記
） 

安
養
寺
に
あ
る
鈴
木
欽
一
郎
之
墓 

 

 

墓
碑 
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聞
書
・
松
山
戦
争 

語
る
人
・
大
木
緑
氏 

 

大
木
緑
氏
は
、
明
治
２
８
年
１
０
月
２

０
日
生
ま
れ
。
松
山
戦
争
を
見
聞
し
た
世

代
と
歴
史
を
共
に
し
た
人
で
あ
る
。
住
ま

い
は
八
日
市
場
市
木
積
（
旧
匝
瑳
村
）
で

松
山
中
台
の
古
戦
場
は
間
近
か
の
所
で
あ

る 

氏
は
豊
栄
村
村
長
、
八
日
市
場
市
議

会
議
員
を
歴
任
し
た
。 

 

明
治
元
年
１
０
月
頃
、
天
狗
派
に
敗
れ

て
江
戸
へ
向
か
う
諸
生
派
は
銚
子
か
ら
忍

坂
（
現
飯
岡
町
）
を
下
っ
て
い
た
。
こ
こ

で
も
、
両
派
の
間
で
、
小
競
り
あ
い
が
あ

っ
て
、
戦
死
者
が
で
て
い
る
の
で
す
。 

 

諸
生
派
は
八
日
市
場
へ
逃
げ
て
来
て
、

福
善
寺
へ
た
て
こ
も
り
ま
し
た
。
あ
の
頃

諸
生
派
は
百
人
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
と
な
っ
て
は
、
は
っ
き
り
し
た
人
数
は

分
か
り
ま
せ
ん
。
天
狗
派
の
方
は
、
水
戸

か
ら
南
へ
来
る
に
つ
れ
て
、
博
徒
が
途
中

か
ら
加
勢
に
き
て
、
大
変
な
人
数
に
な
っ

て
い
た
の
で
す
。 

 

そ
の
頃
、
八
日
市
場
に
、
深
田
長
四
郎

と
い
う
顔
役
が
お
っ
た
。
当
時
は
磯
長
と

い
っ
て
、
今
で
も
市
内
で
呉
服
屋
を
や
っ

て
い
る
。
こ
の
深
田
長
四
郎
が
、「
福
善
寺

で
戦
争
を
や
ら
れ
て
は
困
る
。
ど
う
か
立

ち
退
い
て
く
れ
」
と
、
町
の
人
々
を
代
表

し
て
、
福
善
寺
諸
生
派
の
所
へ
出
か
け
て

行
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
市
川

ら
は
「
我
々
は
寺
か
ら
退
却
す
る
か
ら
路

銀
を
出
し
て
く
れ
」
と
言
っ
て
き
た
。
諸 

生
派
は
逃
げ
た
く
て
も
金
が
な
か
っ
た
の

だ
。
そ
こ
で
、
深
田
は
、
自
分
が
百
両
、

町
の
人
々
か
ら
二
百
両
、
合
わ
せ
手
三
百

両
を
出
し
て
、
よ
う
や
く
諸
生
派
に
立
ち

退
い
て
も
ら
っ
た
の
で
す
。
か
く
し
て
、

諸
生
派
は
山
門
に
火
を
か
け
て
松
山
台
に

退
い
た
の
で
す
。 

 

松
山
台
で
、
追
っ
て
来
た
天
狗
派
は
、

南
に
主
力
を
置
き
、
東
、
北
の
三
方
か
ら

諸
生
派
を
取
り
囲
ん
で
わ
ず
か
に
西
だ
け

あ
け
て
お
い
た
。
こ
れ
は
そ
の
頃
の
戦
争

の
常
識
で
、
敵
を
包
囲
し
た
時
に
は
一
方

を
必
ず
あ
け
て
敵
の
逃
げ
道
を
作
り
、
味

方
の
損
失
を
少
な
く
し
た
の
で
す
。 

 

戦
争
は
２
時
間
位
続
い
た
。
こ
こ
で
は

朝
比
奈
弥
太
郎
（
元
執
政
）
一
族
は
、
下

僕
に
至
る
ま
で
全
員
が
死
ん
で
い
ま
す
。

彼
ら
は
朝
比
奈
弥
太
郎
に
日
頃
か
ら
恩
義

を
感
じ
て
の
こ
と
で
し
た
。
福
善
寺
の
住

職
に
聞
い
て
み
る
と
逃
げ
き
れ
な
か
っ
た

諸
生
派
が
三
人
い
た
が
追
っ
て
来
た
天
狗

派
の
た
め
に
寺
で
処
刑
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
事
は
寺
の
書
き
物
に
も
残
っ
て
い
る
。 

 

戦
い
に
敗
れ
た
諸
生
派
は
栗
山
川
（
松

山
村
の
西
六
キ
ロ
）
の
江
戸
街
道
の
新
井

渡
し
を
通
っ
て
逃
げ
た
そ
う
で
す
。 

 

豊
栄
村
で
は
、
逃
げ
き
れ
な
か
っ
た
負

傷
者
三
名
が
死
ん
で
い
る
。
こ
の
三
人
と

も
首
が
な
か
っ
た
。
墓
は
飯
倉
（
現
小
学

校
付
近
）に
二
体
い
っ
し
ょ
に
埋
め
ら
れ
、 

３
０
年
頃
、
私
が
豊
栄
の
村
長
時
代
に
、 

駐
在
所
か
ら
の
要
請
で
供
養
し
た
こ
と
が 

あ
る
。
今
で
も
墓
は
あ
る
だ
ろ
う
。 

 

木
積
で
は
、
民
家
に
か
く
れ
て
い
た
二

人
の
諸
生
派
が
、
二
三
日
や
っ
か
い
に
な

っ
て
、
逃
げ
て
行
っ
た
。
こ
の
人
た
ち
の

名
前
は
わ
か
ら
な
い
。
二
人
は
、
自
分
の

持
っ
て
い
た
武
器
を
民
家
に
置
い
て
、
平

服
（
百
姓
姿
）
に
変
装
し
て
逃
げ
た
、
と

い
う
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

木
積
で
は
、
戦
争
が
始
ま
っ
て
鉄
砲
の

音
が
す
る
し
、福
善
寺
が
大
火
事
な
の
で
、

近
く
の
人
々
は
戦
争
を
見
に
行
っ
た
と
い

い
ま
す
。
こ
の
人
た
ち
は
、
逃
げ
て
来
る

諸
生
派
五
人
に
途
中
で
出
逢
っ
た
そ
う
で

す
。
し
か
し
農
民
に
危
害
を
加
え
ず
、
新

井
渡
し
の
方
へ
向
か
っ
て
行
っ
た
そ
う
で

す
。
こ
れ
ら
の
村
の
人
々
が
、
小
さ
い
頃

の
私
た
ち
に
話
を
残
し
て
く
れ
た
の
で
す
。 

 

松
山
台
の
２
５
人
の
戦
死
者
の
首
は
、

八
日
市
場
の
桐
屋
旅
館
に
本
陣
を
置
い
て

い
た
尼
子
扇
太
郎
（
追
討
軍
々
将
）
の
所

へ
送
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
本
陣
の
前
に

並
べ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
首
を
か
つ

い
で
行
っ
た
村
の
人
々
は
褒
美
を
貰
え
る

と
思
っ
て
運
ん
だ
そ
う
で
す
が
、「
お
ま
え

た
ち
、
ご
く
ろ
う
」
と
言
わ
れ
た
だ
け
で

し
た
。こ
ん
な
話
も
残
っ
て
い
る
の
で
す
。 

 

八
日
市
場
に
い
た
天
狗
派
に
は
、
途
中

か
ら
加
わ
っ
た
不
頼
の
者
が
い
た
の
で
多

少
の
被
害
は
あ
っ
た
。
近
く
の
歌
に
「
鐘 

は
筑
波
の
上
に
あ
り
」
と
い
う
の
が
残
っ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
八
日
市
場
の
寺
に

あ
っ
た
鐘
を
は
ず
し
て
、
売
り
と
ば
し

て
い
っ
た
天
狗
派
の
こ
と
を
唄
っ
て
い

る
の
で
す
。
天
狗
派
の
持
ち
去
っ
た
鐘

は
天
狗
派
の
発
生
の
地
で
あ
る
筑
波
山

に
持
っ
て
行
っ
た
の
だ
ろ
う
、
と
い
う

意
味
な
の
で
す
。
八
日
市
場
の
天
狗
派

は
、
ケ
ッ
ト
ウ
と
い
う
赤
色
の
毛
布
を

着
用
し
て
い
る
者
が
多
か
っ
た
。
ま
た

地
元
に
は
諸
生
派
の
死
骸
か
ら
金
を
奪

っ
て
裕
福
に
な
っ
た
人
も
い
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
三
百
両
の
金
を
分
け
て
、

持
っ
た
ま
ま
の
諸
生
派
も
い
た
の
で
す

か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。 

 

脱
走
塚
は
、
も
と
は
簡
単
な
も
の
だ

っ
た
。旧
道
は
も
っ
と
せ
ま
か
っ
た
が
、

今
の
は
改
葬
し
て
広
く
し
た
も
の
で
す
。 

墓
石
の
前
に
２
５
穴
あ
い
た
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
は
線
香
を
立
て
る
穴

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
村
の
人
々
が
、
諸

生
派
を
供
養
し
て
、
秋
葉
の
実
を
上
げ

た
の
で
す
。
秋
葉
の
身
は
鉄
砲
玉
の
形

を
し
て
い
ま
す
。（
お
前
ら
が
負
け
た
の

は
、
鉄
砲
玉
が
無
か
っ
た
か
ら
だ
。
か

わ
い
そ
う
に
）
と
い
う
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。
お
そ
ら
く
、
松
山

戦
争
を
見
聞
し
た
人
か
ら
、
話
を
伝
え

聞
い
て
い
る
の
は
、
も
う
私
一
人
に
な

っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。 

（
昭
和
５
５
年
６
月
１
５
日
談
） 
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「
水
戸
城
址
」
幕
末
残
照 

原
作
・
鈴
木
茂
乃
夫 

 

作
・
前
沢
瑞
穂 

一 

世
に
魁
て
開
く
梅 

 
 

紅
と
白
と
に
咲
き
分
か
れ 

 
 

菊
と
葵
の
盾
と
な
る 

 
 

誠
は
一
つ 

道
二
つ 

 

二 

報
恩
大
事
と
決
起
せ
る 

 
 

藩
の
宿
老
重
臣
も 

 
 

故
郷
を
あ
と
に
西
東 

 
 

我
が
子
わ
が
妻
い
か
な
ら
む 

 

三 

会
津 

新
潟 

出
雲
崎 

 
 

戦
野
を
駆
け
る
草
枕 

 
 

佐
渡
が
島
よ
り
望
し
は 

 
 

栄
枯
を
映
す
郷
里
の
月 

 

四 

同
志
会
津
の
城
は
燃
え 

 
 

め
ざ
す
は
風
雲
水
府
城 

 
 

さ
れ
ど
守
り
の
陣
固
く 

 
 

勇
む
諸
生
の
夢
空
し 

 

五 

ご
三
家
藩
士
の
名
に
恥
じ
ず 

 
 

文
武
鍛
え
し
学
び
や
の 

 
 

弘
道
館
も
今
や
は
や 

 
 

矢
弾
の
中
に
煙
り
つ
つ 

 

六 

望
み
新
た
に
下
総
へ 

 
 

武
運
拙
し
松
山
戦 

 
 

水
府
勇
士
の
夢
の
跡 

今 

鎮
魂
の
梅
薫
る 

 

七 

千
卒
万
苦
踏
み
越
え
し 

 
 

報
恩
一
途 

門
閥
士 

 
 

偲
び
て
集
い
語
る
日
の 

 
 

落
日
寂
し 

水
戸
城
址 

 

八 

血
も
て
洗
ひ
し
同
胞
の 

 
 

声
か
と
紛
う
風
蕭
蕭 

 
 

恩
讐
は
る
か
去
り
し
今 

 
 

共
に
語
ら
ん
水
戸
の
史 

 
水
戸
城
二
の
丸 

三
階
櫓
古
写
真 

昭
和
20
年
8
月
2
日 

戦
災
に
て
消
失 

 

水
戸
城 

大
手
門 

古
写
真 

 

水
戸
城 

大
手
橋 

 

写
真
・
奥
の
方
に
、
水
戸
城
大
手
門 

が
あ
っ
た 

 

弘
道
館
正
門
と
向
き
合
っ
て
い
た 

弘
道
館 

正
門 

 

脱
走
塚
に
想
う
（
短
歌
二
首
） 

平
成
二
十
年
九
月 

匝
瑳
市
箱
田 

渡
辺
重
雄
様 

 松
山
に 

幕
末
志
士
の 

碑
の
建
ち
て 

絶
え
ざ
る
供
花
に 

虫
鳴
き
や
ま
ず 

 

中
台
区
民 

秋
彼
岸
会
に 

水
戸
藩
の 

二
十
五
勇
士
の 

卒
塔
婆
建
て
つ 

 

註 

渡
辺
氏
は
、
始
め
て
脱
走
塚
を
訪
れ

て
感
じ
た
ま
ま
に
、
こ
の
短
歌
を
作
り

ま
し
た
。 

氏
は
、元
野
栄
町（
匝
瑳
市
野
栄
町
）

の
文
化
会
・
短
歌
の
趣
味
を
共
に
す
る

仲
間
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
自
己
の
作

品
等
も
出
版
し
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
短
歌
は
、
慰
霊
祭
当
日
に
、
感
謝

状
贈
呈
式
を
行
っ
た
・
中
台
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
広
間
の
正
面
に
達
筆
な

文
字
で
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 
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有
難
う
御
座
い
ま
す
。 

                             

 

寄
付 

の
ご
報
告
） 

平
成
20
年
4
月
1
日
～
10
月
6
日
迄 

慰
霊
祭
挙
行
に
あ
た
り
皆
様
よ
り
、 

慰
霊
祭
参
加
・
会
員
会
費
（
六
千
円
也
）

の
ほ
か
に
次
の
方
々
に
御
寄
付
を
戴
き
ま

し
た
の
で
ご
報
告
致
し
ま
す 

ご
芳
志
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

「
ご
芳
名
・
順
不
同
」 

 

寄
付
金 

一
金
参
千
円
也 

 
 

門
井 

貢
様 

一
金
弐
千
円
也 

 
 

吉
田
政
弘
様 

一
金
六
千
円
也 
 
 

門
井 

貢
様
・ 

一
金
参
千
円
也 

 
 

大
森
泰
夫
様
」 

 
 

 

慰
霊
祭
・
寄
付
金
「
来
賓
」 

一
金
五
千
円
也 

 
江
波
戸
辰
夫
様 

一
金
五
千
円
也 

 
 

佐
藤
正
雄
様 

一
金
五
千
円
也 

 
 

山
崎 
剛
様 

一
金
六
千
円
也 

 
 

市
村
眞
一
様 

一
金
五
千
円
也 

 
 

室
伏 

勇
様 

一
金
六
千
円
也 

 
 

川
上 

清
様 

一
金
六
千
円
也 

 
 

小
浜
一
男
様 

一
金
六
千
円
也 

 
 

池
田
貞
雄
様 

慰
霊
祭
・
寄
付
金
「
役
員
」 

一
金
四
千
円
也 

 
 

野
沢 

汎
様 

一
金
四
千
円
也 

 
 

前
沢
瑞
穂
様 

一
金
四
千
円
也 

 
 

綿
引
周
一
様 

一
金
四
千
円
也 

 
 

平
戸
吉
衛
様 

一
金
四
千
円
也 

 
 

戸
祭
勝
文
様 

一
金
四
千
円
也 
 

朝
比
奈
光
一
様 

一
金
四
千
円
也 

 

朝
比
奈
泰
仁
様 

一
金
四
千
円
也 

 
 

川
上
有
文
様 

一
金
四
千
円
也 

 
 

大
森
信
英
様 

一
金
四
千
円
也 

 
 

大
森
信
男
様 

一
金
四
千
円
也 

 
 

清
水
光
夫
様 

一
金
四
千
円
也 

 
 

蔭
山
二
郎
様 

一
金
四
千
円
也 

 
 

一
沢
勝
男
様 

一
金
四
千
円
也 

 
 

筧
陽
之
助
様 

 

慰
霊
祭
・
特
別
寄
付
金 

一
金
壱
万
円
也 

 

朝
比
奈
泰
仁
様 

一
金
壱
万
円
也 

 
 

大
森
信
英
様 

一
金
壱
万
円
也 

 
 

清
水
テ
ル
様 

一
金
壱
万
円
也 

 
 

野
沢 

汎
様 

一
金
四
千
円
也 

 
 

戸
祭
頼
子
様 

 

合
計 

不
参
加
者 

１
４
０
０
０
円 

合
計 

参
加
者 

１
４
４
０
０
０
円 

総
合
計 

 
 
 

１
５
８
０
０
０
円 

  

◎
水
戸
市
酒
門
町1

8
3

3
 

 

◎
茂
垣
勝
男
様
か
ら
は 

銘
木
・
水
戸
の
梅 

（
家
康
梅
、
黄
門
し
だ
れ
梅
、
列
公
梅
） 

を
寄
贈
戴
き
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。 

ご
芳
志
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

多
く
の
方
々
が
「
銘
木
」
の
生
育
、
開
花

を
楽
し
み
に
期
待
し
て
い
ま
す 

泉
下
の
水
戸
藩
諸
生
派
戦
死
者
も
喜
ん

で
い
る
と
思
い
ま
す 

編
集
後
記 

○
本
号
は
、
特
に
、
現
地
慰
霊
祭
・ 

匝
瑳
市
八
日
市
場
・
松
山
戦
争
戦
死
者

供
養
行
事
を
特
集
し
ま
し
た
。 

地
元
の
皆
様
の
手
記
や
寄
稿
文
を
本
号

に
掲
載
し
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

少
し
で
も
ご
参
考
に
な
れ
ば
幸
甚
に
思

い
ま
す
。 

地
元
の
皆
様
の
水
戸
藩
諸
生
派
戦
死
者

供
養
の
心
情
に
接
し
心
よ
り
感
謝
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。 

○
本
号
に
、
次
の
参
考
文
献
を
添
付
し

ご
紹
介
致
し
ま
す
。 

前
号
に
続
き
「
水
戸
の
先
達
」
よ
り
、

水
戸
藩
諸
生
派
・
幹
部
・ 

家
老
・
市
川
三
左
衛
門
弘
美
、 

家
老
・
朝
比
奈
弥
太
郎
泰
尚
の
2
人
を 

ご
紹
介
致
し
ま
す
。 

 

水
戸
市
八
幡
町
11
―
69 

水
戸
殉
難
者
恩
光
碑
保
存
会 

会
報
知
恩 

第
四
号 

発
行
日 

平
成
20
年
10
月
15
日 

発
行
人 

 
 
 

 

大
森
信
英 

編
集
責
任
者 

 
 

前
沢
瑞
穂 

編
集
委
員 

 
 
 

清
水
光
夫 

々 
 
 
 
 
 

 

朝
比
奈
光
一 

々 
 
 
 
 
 

 

野
沢 

汎 

々 
 
 
 
 
 

 

川
上
有
文 
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々 
 
 
 
 
 

 

綿
引
周
一 

編
集
印
刷
作
成 

 

事
務
局 

 

（
寄
付
の
ご
報
告
） 

「
平
成2

0

年4

月1
日
～1

0

月6

日
迄
」 

慰
霊
祭
挙
行
に
あ
た
り
皆
様
よ
り
、 

慰
霊
祭
・
参
加
会
員
会
費
（
六
千
円
也
）

の
ほ
か
に
次
の
方
々
に
御
寄
付
を
戴
き
ま

し
た
の
で
ご
報
告
致
し
ま
す 

ご
芳
志
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 

寄
付
金 

一
金
参
千
円
也 

 
 

門
井 

貢
様 

一
金
弐
千
円
也 

 
 

吉
田
政
弘
様 

一
金
六
千
円
也 

 
 

門
井 

貢
様
・ 

一
金
参
千
円
也 

 
 

大
森
泰
夫
様
」 

 

（
会
計
報
告
） 

平
成2

0

年1
0

月6

日
慰
霊
祭
の
会
計
を 

報
告
致
し
ま
す
。 

          

   

寄
付
金
を 

一
金
五
千
円
也 

 

江
波
戸
辰
夫
様 

一
金
五
千
円
也 

 
 

佐
藤
正
雄
様 

一
金
五
千
円
也 

 
 

山
崎 

剛
様 

一
金
六
千
円
也 

 
 

市
村
眞
一
様 

一
金
五
千
円
也 

 
 

室
伏 

勇
様 

一
金
六
千
円
也 

 
 

川
上 

清
様 

一
金
六
千
円
也 

 
 

小
浜
一
男
様 

一
金
六
千
円
也 

 
 

池
田
貞
雄
様 

一
金
四
千
円
也 

 
 

野
沢 

汎
様 

一
金
四
千
円
也 

 
 

前
沢
瑞
穂
様 

一
金
四
千
円
也 
 
 

綿
引
周
一
様 

一
金
四
千
円
也 

 
 

平
戸
吉
衛
様 

一
金
四
千
円
也 

 
 

戸
祭
勝
文
様 

              

   

一
金
四
千
円
也 

 

朝
比
奈
光
一
様 

一
金
四
千
円
也 

 

朝
比
奈
泰
仁
様 

一
金
四
千
円
也 

 
 

川
上
有
文
様 

一
金
四
千
円
也 

 
 

大
森
信
英
様 

一
金
四
千
円
也 

 
 

大
森
信
男
様 

一
金
四
千
円
也 

 
 

清
水
光
夫
様 

一
金
四
千
円
也 

 
 

蔭
山
二
郎
様 

一
金
四
千
円
也 

 
 

一
沢
勝
男
様 

一
金
四
千
円
也 

 
 

筧
陽
之
助
様 

一
金
壱
万
円
也 

 

朝
比
奈
泰
仁
様 

一
金
壱
万
円
也 

 
 

大
森
信
英
様 

一
金
壱
万
円
也 

 
 

清
水
テ
ル
様 

一
金
壱
万
円
也 

 
 

野
沢 

汎
様 

一
金
四
千
円
也 

 
 

戸
祭
頼
子
様 

 

合
計 

不
参
加
者 

１
４
０
０
０
円 

合
計 

参
加
者 

１
４
４
０
０
０
円 

総
合
計 

 
 
 

１
５
８
０
０
０
円 

 

水
戸
市
酒
門
町1

8
3

3
 

 

茂
垣
勝
男
様
に
は
銘
木
・
水
戸
の
梅 

家
康
梅
、
黄
門
し
だ
れ
梅
、
列
公
梅 

を
ご
寄
贈
戴
き
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。 

ご
芳
志
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す 

多
く
の
方
々
が
「
銘
木
」
の
生
育
、
開
花

を
楽
し
み
に
期
待
し
て
い
ま
す 

泉
下
の
水
戸
藩
諸
生
派
殉
難
者
も
喜
ん
で

い
る
と
思
い
ま
す 

   

編
集
後
記 

○
本
号
は
、
特
に
、
現
地
慰
霊
祭 

（
匝
瑳
市
八
日
市
場
・
松
山
戦
争
戦
死

者
供
養
行
事
）
を
特
集
し
ま
し
た
。 

地
元
の
皆
様
の
寄
稿
文
有
り
難
く
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

少
し
で
も
、
皆
様
の
ご
参
考
に
な
れ

ば
と
特
集
し
ま
し
た
。 

○
実
行
委
員
の
皆
さ
ん
、
慰
霊
祭
の 

実
施
役
割
分
担
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

全
・
運
営
責
任
者 

 

朝
比
奈
委
員
長 

事
務
・
企
画
推
進
・
調
整 

川
上
委
員 

事
務
処
理
全
般
担
当 

事
務
・
経
理
相
談
役 

 
 

清
水
委
員 

会
計
総
括
、
植
樹 

資
料
、
感
謝
状
作
成
、 

 

前
沢
委
員 

資
料
、
会
報
編
集
相
談
役
、 

資
料
・
車
内
説
明 

 
 
 

野
沢
委
員 

受
付
・
写
真
担
当 

 
 
 

綿
引
委
員 

会
計
・
現
地
会
計
担
当 

 

大
森
委
員 

ご
協
力
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。 

水
戸
市
八
幡
町1

1
-6

9
 

水
戸
殉
難
者
恩
光
碑
保
存
会 

会
報
知
恩 

 

第
四
号 

発
行
日 

平
成2

0

年1
0

月1
5

日 

発
行
人 

 
 
 

大
森
信
英 

編
集
責
任
者 

 

前
沢
瑞
穂 

編
集
事
務
局 

 

川
上
有
文 
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印
刷
・
作
成 

 
 

事
務
局 

 
 
 
 

℡ 
0
2

9
-2

5
3

-3
8
9
8

 

 

編
集
後
記 

○
本
号
は
、
特
に
、
現
地
慰
霊
祭
｛
匝
瑳

市
八
日
市
場
・
松
山
戦
争
戦
死
者
供
養
行

事
｝
を
特
集
し
ま
し
た
。 

地
元
の
皆
様
の
手
記
や
寄
稿
文
を
本
号
に

転
載
し
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

少
し
で
も
ご
参
考
に
な
れ
ば
幸
甚
に
思
い

ま
す
。 

地
元
の
皆
様
の
戦
死
者
供
養
の
心
情
に
接

し
心
よ
り
感
謝
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

○
本
号
に
、
次
の
参
考
文
献
を
添
付
し
ご

紹
介
致
し
ま
す
。 

前
号
に
続
き
「
水
戸
の
先
達
」
よ
り
、
諸

生
派
領
袖
、 

家
老
・
市
川
三
左
衛
門
弘
美
、 

家
老
・
朝
比
奈
弥
太
郎
泰
尚
の2

人
を 

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

水
戸
殉
難
者
恩
光
碑
保
存
会 

会
報
知
恩 

 

第
四
号 

発
行
日 

平
成2

0

年1
0

月1
5

日 

発
行
人 

 
 
 

大
森
信
英 

編
集
責
任
者 

 

前
沢
瑞
穂 

編
集
委
員 

 
 

清
水
光
夫 

々 
 
 
 
 
 

朝
比
奈
光
一 

々 
 
 
 
 
 

野
沢 

汎 

々 
 
 
 
 
 

川
上
有
文 

々 
 
 
 
 
 

綿
引
周
一 

編
集
印
刷
作
成 

事
務
局 

                              

   

編
集
後
記 

○
本
号
は
、
特
に
、
現
地
慰
霊
祭 

（
匝
瑳
市
八
日
市
場
・
松
山
戦
争
戦
死
者

供
養
行
事
）
を
特
集
し
ま
し
た
。 

地
元
の
皆
様
の
寄
稿
文
有
り
難
く
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

少
し
で
も
、
皆
様
の
ご
参
考
に
な
れ
ば

と
特
集
し
ま
し
た
。 

○
実
行
委
員
の
皆
さ
ん
、
慰
霊
祭
の 

実
施
役
割
分
担
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

全
・
運
営
責
任
者 

 

朝
比
奈
委
員
長 

事
務
・
企
画
推
進
・
調
整 

川
上
委
員 

事
務
処
理
全
般
担
当 

事
務
・
経
理
相
談
役 

 
 

清
水
委
員 

会
計
総
括
、
植
樹 

資
料
、
感
謝
状
作
成
、 

 

前
沢
委
員 

資
料
、
会
報
編
集
相
談
役
、 

資
料
・
車
内
説
明 

 
 
 

野
沢
委
員 

受
付
・
写
真
担
当 

 
 
 

綿
引
委
員 

会
計
・
現
地
会
計
担
当 

 

大
森
委
員 

ご
協
力
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。 

水
戸
市
八
幡
町1

1
-6

9
 

水
戸
殉
難
者
恩
光
碑
保
存
会 

会
報
知
恩 

 

第
四
号 

発
行
日 
平
成2

0

年1
0

月1
5

日 

発
行
人 

 
 
 

大
森
信
英 

編
集
責
任
者 

 
前
沢
瑞
穂 

編
集
事
務
局 

 
川
上
有
文 

印
刷
・
作
成 

 
 

事
務
局 

 
 
 
 

℡ 
0
2

9
-2

5
3

-3
8
9
8
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諸
生
派
が
最
初
に
到
着
し
た
寺 

福
善
寺 

天
狗
党
が
陣
を
張
っ
た
所 

大
松
庚
申
塚 

諸
生
派
が
陣
を
敷
い
た
所 

龍 

                     

                               




